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取扱説明書

しないでください。

【形状・構造及び原理等】

　

１，種類・規格

品番 サイズ（縦ｘ横ｘ厚み） 適用

０２０ ４５０ｍｒｎｘ３００ｍｍｘ５ｍｍ
手指、上肢、
下肢、鼻

０２１ ９ｏｍｍｘ３００ｍｍｘ５ｍｍ 手首

２．構造

　　

本製品は、アルミニウム含有熱可塑性樹脂を成型した成形型副木

　　

です。

３‘原理

　　

本製品は、アルミニウム含有熱可塑性樹脂を用いることで、

　　

お湯で加温すると柔らかくなり部位に添わせて成形することが

　

できます。

【使用目的又は効果】

骨折部位の保護・固定。

【使用方法】

　

１．固定部位の形状に合わせて、はさみでカットします。
２．お湯（６ぴＣ以上）の入った容器に本製品を３秒程度浸潰し、軟化

　　

させます。
３．お湯から取り出して、タオル等で水分を拭き、火傷に注意しなが

　　

ら部位に沿わせて成形します。
４．余分な部分をはさみでカットし、切り口や端部が丸くなるよう整え

　

ます。端部を折り返したり、２重に重ねるなど固定強度を調整します。
５．弾力包帯などで固定します。

＜模式図＞＜
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１単回使用」

［
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【警告】
知覚異常（糖尿病、麻酔管理など）がある患者には、慎重に局所管理
すること。

【禁忌・禁止】

【使用上の注意】

　

１．次の患者には慎重に適用してください。

　　

患部に皮膚障害（感染創、潰癌、発疹、腫脹など）がある患者に

　　

は局所管理を十分に行い慎重に使用してください。

２．重要な注意事項

　　

（１）本製品使用中、患部に痛み、しびれ、知覚異常などが認めら

　　　

れた場合には、直ちに医師に連絡するよう患者へ指導して

　　　

くださいｏ

　　

（２）本製品使用中、患部に皮膚障害と思われる症状が認められ

　　　

た場合には、直ちに使用を中止し、適切な処置をしてください。

　

３．不具合・有害事象

　　

本製品の類似品において、以下の不具合が報告されております。

　　

・長期間使用する場合、発汗などにより、皮膚障害（皮膚剥離、

　　　

浸軟、水泡、発赤）を発生させる可能性があります。発汗など

　　　

で湿った状態が続く場合は、汗を拭き取るなど適切な処理を

　　　

してください。また、異常を感じた場合は、直ちに医師に連絡

　　

するよう患者に指導してください。

【使用方法に関する注意】

１．本製品が熱くなっている間は、熱傷に十分注意してお取り扱い

　　

ください。
２．カットした際、切り口にするどい凹凸がないことを確認の上、ご

　

使用ください。
３．本製品の温度が室温程度まで低下した状態で成形すると割れ

　

が発生しやすくなります。
４，本製品は、再度お湯に浸すことによって再び柔らかくなり、再成

　

形することが可能です。再成形する際は、上記の使用方法、使用

　

方法に関する注意の通り、お取り扱いください。
５．成形時及び使用中に割れが生じた場合は、使用しないでください。

【保管方法及び有効期間等】

　

１．保管方法

　　

直射日光及び高温多湿を避けて、常温で保管してください。
２，使用期限

　　

パッケージに表示しています。

【包装】
フリータイプ：１パック１入

手

　

首

　

用：１パック５入

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】

　

１．製造販売業者

　　

東洋アルミニウム株式会社

　　

〒５４１－００５６

　

大阪府大阪市中央区久太郎町三丁目６番８号

　　　　　　　　

御堂筋ダイワビル

　

２．連絡先

　　

東洋アルミニウム株式会社

　　

〒５４ト００５６

　

大阪府大阪市中央区久太郎町三丁目６番８号

　　　　　　　　

御堂筋ダイワピル

３００ｍｍ

お客様窓口：０６‐６２７１‐３１５１
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全体をお湯に３秒程度つけて軟化させ、
タオルで拭きます。

の成形する

火傷に注意しながら、成形します。

端部を６０ｑＣ以上のお湯につけて、
火傷に注意しながら、なめらかにします。

６包帯を巻く ＜補強する場合＞

補強部材を軟化させ、水分を取った後、
圧着します。

　　　　　　　　　　　

手首の角幽は

　　　

　

　 　を漂えない
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０サイズに合わせる

ゴー －陸謝”＞《
連位手掌皮線と肘関節までの長さより
２～３ｃｍ短くなるようにカットします。

　　　　　

　

弾力包帯などで巻きます。


